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レトロトランスポゾンから紐解く老化細胞の免疫応答変容 

 

 

 

 

  



 

 

研究成果の概要 

  

本研究では、老化時にみられる慢性炎症などの免疫応答の変化がどのようなメカニズムで誘導

されるのか、これをレトロトランスポゾンから解き明かそうというのが目的である。近年、L1 レトロトラン

スポゾンの発現上昇に伴い、老化細胞の免疫応答が活性化するといった報告が相次いでいる。し

かし、これらのメカニズムについてはまだ不明な点が多く残されている。本研究のねらいは、これま

でに得られた研究基盤を発展させ、L1 を主たる研究対象としながら、老化した細胞ではどのレトロ

トランスポゾンがどのように免疫応答を増強するのか？その分子基盤に迫ることである。 

ヒト初代線維芽細胞を老化細胞のモデルとして用い、３種の異なる老化誘導系として複製老化

（RS: Replicative Senescence）、がん遺伝子誘導型老化（OIS: Oncogene-Induced Senescence）、スト

レス誘導型老化（SIPS: Stress-Induced Premature Senescence）を検討した。先行して行った OIS で

は SASP因子および CDK阻害因子の発現が上昇しており、老化が誘導されていることを確認した。

L1 ファミリーなど一部のレトロトランスポゾンの発現上昇も確認された一方で、RNA-seq 解析から他

のレトロトランスポゾンのファミリーについてはむしろ発現低下が観察されるなど、ファミリーによって

発現変動パターンが異なることが示唆された。今後、これらのショートリード解析から得られたデー

タ解析を継続し、どの L1 ファミリーの発現が増減するのか、また他のトランスポゾンではどのような

発現変動パターンを示すのか、さらに解析を実施する予定である。 
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